
      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笹
本
正
治
先
生
の
記
念
講
演
会
を
終
え
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊
那
谷
地
名
研
究
会
会
長 
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董 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

平
成
13
年
11
月
、
「
伊
那
谷
地
名
研
究
会
」
発
足
よ
り
12
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
に
お
け
る
会
員
皆
さ
ん
の
活
動
の
結
果
は
、
飯
田
下
伊
那
地
域
の
研
究
は
勿
論
、
伊
那

谷
地
域
の
地
名
研
究
と
地
域
研
究
活
動
の
大
事
な
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

そ
し
て
、
今
回
発
刊
い
た
し
ま
し
た
、『
伊
那
谷
の
地
名
』
第
３
輯
は
、
そ
の
成
果
の
ひ

と
つ
で
す
が
、
先
般
５
月
18
日
、
今
年
度
の
総
会
に
合
わ
せ
開
催
し
ま
し
た
「
伊
那
谷
地

名
研
究
会
発
足
12
周
年
並
び
に
『
伊
那
谷
の
地
名
』
第
3
輯
発
刊
記
念
講
演
会
」
開
催
に

当
っ
て
は
、
会
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
内
容
あ
る
開
催
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
会
長

の
立
場
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

特
に
、
信
州
大
学
副
学
長
笹
本
正
治
先
生
に
は
、「
土
地
の
記
憶
―
地
名
と
歴
史
―
」
と

題
し
ご
講
演
を
戴
き
、
伊
那
谷
地
名
研
究
会
の
新
た
な
活
動
に
向
け
て
、
大
事
な
ご
教
示

を
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
一
文
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
地
名
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
地
名
情
報
を
し
っ
か
り
集
め
ね
ば
な
ら
な
い
。 

解
釈
に
お
ぼ
れ
る
の
で
は
な
く
、
資
料
と
し
て
の
地
名
及
び
地
名
に
ま
つ
わ
る
と
思 

わ
れ
る
す
べ
て
の
情
報
採
集
と
整
理
こ
そ
が
大
事
で
あ
る
。
今
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば 

私
達
は
大
切
な
資
産
を
失
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
何
の
た
め
に
地
名
を
研
究
し 

学
ぶ
の
か
。
皆
さ
ん
の
役
割
は
大
き
い
。
」 

と
結
ば
れ
ま
し
た
。
地
名
研
究
へ
の
奥
深
い
示
唆
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
那
谷
地
名
研
究
会
設
立
よ
り
活
動
を
続
け
て
い
る
会
員
に
よ
る
研
究
と
、
広
報
活
動

は
、
今
言
わ
れ
る
、
「
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
育
む
研
究
」
へ
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

大
事
な
成
果
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
研
究
の
原
点
で
あ
る
「
行
政
・
研
究

団
体
・
地
域
」
が
連
携
し
取
組
ん
で
い
る
「
伊
那
谷
学
」
の
構
築
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
回
の
記
念
事
業
を
大
切
に
捉
え
、
会
員
の
さ
ら
な
る
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。 

伊
那
谷
地
名
研
究
会
通
信 
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平

成

二

五

年
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伊
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飯
田
城
下
町
の
地

名
は
町
の
成
立
や
職

業
状
態
な
ど
を
示
し

て
く
れ
る
が
、
そ
の

中
に
職
人
地
名
の
番

匠
町
が
あ
る
。
松
本

城
下
町
に
は
二
十
四

小
路
の
中
に
鍋
屋
小

路
、
鍛
冶
小
路
が
見

ら
れ
る
。
小
路
の
よ 

う
な
生
活
に
密
着
し

た
狭
い
地
名
に
は
職
人
の
営
み
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。 

高
遠
城
下
町
に
職
人
地
名
は
な
い
が
、
板
町
村
の
北

部
に
鍛
冶
村
、
建
福
寺
の
東
の
山
麓
一
帯
を
番
匠
邑
と

称
し
た
。
公
と
し
て
残
ら
な
い
地
名
の
中
に
も
、
人
々

の
生
活
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
が
多
く
残
っ
て
い
る
。 

 

松
本
に
鍋
屋
小
路
が
あ
っ
た
が
、
鍋
屋
は
鍋
を
造
っ

た
り
売
る
商
売
な
の
で
、
鋳
物
師
に
つ
な
が
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
職
人
の
一
例
と
し
て
、
鋳
物
師
に
か
か

わ
る
地
名
に
触
れ
た
い
。 

  

江
戸
時
代
に
多
く
の
鋳
物
師
は
下
級
公
家
の
真
継
家

の
支
配
を
受
け
た
。
彼
ら
の
居
住
地
で
職
業
名
と
つ
な 

が
る
地
名
だ
け
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

山
城
国
京
三
条
釜
座 

（
京
都
市
中
京
区
三
条
通
新
町
西
入
） 

大
和
国
添
上
郡
鍋
屋
町
（
奈
良
県
奈
良
市
鍋
屋
町
） 

     

摂
津
国
大
坂
道
頓
堀
釜
屋
町 

（
大
阪
府
大
阪
市
西
区
南
堀
江
一
丁
目
） 

摂
津
国
大
坂
唐
物
町
壱
丁
目 

（
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
唐
物
町
一
丁
目
） 

伊
勢
国
桑
名
郡
鍋
屋
町 

（
三
重
県
桑
名
市
西
鍋
屋
町
・
東
鍋
屋
町
・
北
鍋
屋
町
） 

伊
勢
国
安
濃
津
鍋
屋
町
（
三
重
県
津
市
北
丸
之
内
） 

三
河
国
宝
飯
郡
牛
久
保
北
金
屋
村 

（
愛
知
県
豊
川
市
金
屋
町
） 

遠
江
国
周
智
郡
森
金
屋
（
静
岡
県
周
智
郡
森
町
森
） 

伊
豆
国
君
沢
郡
三
島
金
屋
町
（
静
岡
県
三
島
市
金
谷
町
） 

武
蔵
国
児
玉
郡
八
幡
金
屋
村 

（
埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
金
屋
） 

常
陸
国
新
治
郡
真
鍋
村
（
茨
城
県
土
浦
市
真
鍋
） 

近
江
国
蒲
生
郡
八
日
市
金
屋
村 

（
滋
賀
県
東
近
江
市
八
日
市
金
屋
一
～
三
丁
目
他
） 

近
江
国
坂
田
郡
長
浜
北
金
屋
（
滋
賀
県
長
浜
市
大
宮
町
） 

美
濃
国
厚
美
郡
岐
阜
小
熊
村
（
岐
阜
県
岐
阜
市
金
屋
町
） 

美
濃
国
厚
美
郡
岐
阜
鍋
屋
町
（
岐
阜
県
岐
阜
市
） 

美
濃
国
加
茂
郡
鋳
物
師
屋
村
（
岐
阜
県
関
市
鋳
物
師
屋
） 

上
野
国
群
馬
郡
白
井
吹
屋
村 

（
群
馬
県
渋
川
市
吹
屋
・
白
井
） 

出
羽
国
村
山
郡
山
形
銅
町
（
山
形
県
山
形
市
銅
町
） 

若
狭
国
遠
敷
郡
金
屋
村
（
福
井
県
小
浜
市
金
屋
） 

越
前
国
敦
賀
郡
鋳
物
師
村
（
福
井
県
敦
賀
市
鋳
物
師
） 

越
前
国
丹
生
郡
金
屋
村
（
福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
金
谷
） 

加
賀
国
江
沼
郡
大
聖
寺
鍛
冶
町 

（
石
川
県
加
賀
市
大
聖
寺
鍛
冶
町
） 

越
中
国
射
水
郡
高
岡
金
屋
町
（
富
山
県
高
岡
市
金
屋
） 

越
中
国
新
川
郡
富
山
上
金
屋 

（
富
山
県
富
山
市
室
町
通
二
丁
目
） 

越
中
国
礪
波
郡
半
谷
郷
西
部
金
屋
村 

（
富
山
県
高
岡
市
戸
出
西
部
金
屋
） 

越
後
国
頸
城
郡
高
田
鍋
屋
町 

（
新
潟
県
上
越
市
東
本
町
五
丁
目
） 

丹
波
国
天
田
郡
福
知
山
（
京
都
府
福
知
山
市
鋳
物
師
） 

但
馬
国
二
方
郡
金
屋
村 

（
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
金
屋
） 

播
磨
国
宍
粟
郡
柏
野
庄
金
屋
村
（
兵
庫
県
宍
粟
市
金
屋
） 

美
作
国
西
条
郡
津
山
吹
屋
町
（
岡
山
県
津
山
市
吹
屋
町
） 

備
中
国
上
房
郡
松
山
城
下
鍛
冶
丁 

（
岡
山
県
高
梁
市
鍛
冶
町
） 

長
門
国
府
中
（
山
口
県
下
関
市
金
屋
町
） 

淡
路
国
三
原
郡
金
屋
村
（
兵
庫
県
洲
本
市
金
屋
） 

  

こ
の
う
ち
、
現
在
、
金
屋
町
と
名
乗
っ
て
い
る
も
の

を
含
め
て
数
え
る
と
、
三
三
ヵ
所
中
で
金
屋
が
一
六
、

鍋
屋
が
六
、
鋳
物
師
が
三
、
釜
が
二
、
吹
屋
が
二
、
鍛

冶
二
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
に
真
継
家
配
下

の
鋳
物
師
の
住
ん
で
い
た
地
名
を
代
表
す
る
の
が
金
屋

な
の
で
あ
る
。
な
お
、
金
屋
と
い
う
地
名
は
、
日
本
各

地
に
存
在
す
る
が
、
そ
こ
の
す
べ
て
に
鋳
物
師
が
住
ん

で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

金
屋
と
は
鉱
石
を
溶
か
し
て
、
そ
の
含
有
物
を
そ
れ

ぞ
れ
吹
き
分
け
る
仕
事
を
す
る
た
め
の
建
物
、
製
鉄
所
、

精
錬
所
の
こ
と
で
、
そ
う
し
た
職
業
に
従
事
す
る
人
を

も
指
す
。
吹
屋
も
金
属
を
精
錬
、
鋳
造
す
る
場
か
ら
職

業
名
に
も
な
っ
て
い
る
。
地
名
の
性
格
に
お
い
て
、
両

者
は
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、
精
錬
な
ど
の
鉄
生
産
の
場

に
多
く
の
関
係
す
る
職
人
、
鍛
冶
や
鋳
物
師
な
ど
が
住

記
念
講
演
会 

「
土 

地 

の 

記 

憶
‐
地 

名 

と 

歴 

史
‐
」 

講 

師

信
州
大
学
副
学
長

笹
本 

正
治

先
生

 

講演をされる笹本正治先生 

伊
那
谷
地
名
研
究
会
発
足
12
周
年 

並
び
に
『
伊
那
谷
の
地
名
』
第
3
輯
発
刊 



ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
鉄
は
重
い
の
で
、
生
産
さ
れ

る
場
に
近
い
ほ
ど
運
送
に
対
す
る
費
用
が
少
な
く
て
済

む
。
近
隣
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
職
人
が
用
い
る
の
に
適

し
た
材
質
等
を
確
認
し
に
行
け
る
。
金
属
に
関
わ
る
多

く
の
職
種
が
集
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
様
々
な
商
品
対
応

も
で
き
、
注
文
者
に
と
っ
て
も
便
利
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

製
鉄
、
鍛
冶
、
鋳
物
師
な
ど
は
火
を
使
う
職
業
な
の
で
、

火
災
を
避
け
る
た
め
に
、
一
ヵ
所
に
集
中
さ
せ
て
お
く

こ
と
が
、
都
市
計
画
上
で
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

理
由
が
重
な
っ
て
、
金
屋
地
名
の
中
に
鋳
物
師
も
住
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。 

 

も
う
一
つ
問
題
な
の
は
、
鍋
屋
地
名
が
多
い
こ
と
で

あ
る
。
鍋
屋
と
は
鍋
を
作
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
職
業

で
あ
る
。
鋳
物
師
は
梵
鐘
や
釜
、
鍬
な
ど
鍋
以
外
に
も

多
く
の
製
品
を
作
る
の
に
、
な
ぜ
鍋
か
と
い
う
と
、
製

品
の
中
で
も
っ
と
も
売
れ
る
、
鋳
物
の
代
名
詞
だ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
前
近
代
に
お
い
て
は
鍋
の
果
た
す
役

割
が
、
釜
よ
り
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
信
州
で
は
か

つ
て
囲
炉
裏
を
中
心
と
し
た
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
。

囲
炉
裏
で
は
自
在
鉤
で
鍋
や
鉄
瓶
な
ど
を
吊
し
て
調
理

す
る
か
、
も
し
く
は
五
徳
に
よ
っ
て
鍋
や
釜
を
火
の
上

に
置
く
。
そ
の
意
味
で
は
鍋
の
方
が
使
い
や
す
い
。
と

こ
ろ
が
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
電
化
製
品
の
一
般
化
に
よ
っ

て
、
か
つ
て
の
鋳
物
製
の
鍋
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
こ
れ
を
保
有
し
て
い
る
家
は
稀
で
あ
る
。 

 

現
在
の
釜
の
イ
メ
ー
ジ
は
ご
飯
を
炊
く
と
き
に
用
い

る
炊
飯
釜
で
あ
る
が
、
三
条
釜
座
で
造
っ
た
釜
は
茶
を

沸
か
す
た
め
茶
湯
釜
で
あ
る
。
現
在
家
庭
に
電
気
炊
飯

器
な
ど
は
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
ど
こ
の
家
で
も
持
っ
て

い
た
鋳
物
製
の
炊
飯
器
を
所
有
し
て
い
る
家
は
ご
く
わ

ず
か
し
か
な
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
鋳
物
製
の
釜
を
想

像
す
る
こ
と
す
ら
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、

家
庭
内
の
炊
飯
道
具
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
な
か

で
、
職
業
地
名
が
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の

か
、
い
か
な
い
の
か
に
、
私
は
注
目
し
て
い
る
。 

 

鋳
物
師
が
鋳
物
師
の
付
く
地
名
に
住
ん
で
い
な
い
の

は
、
ど
う
し
て
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
名
の
中
に
番
匠

や
鍛
冶
屋
が
多
い
の
に
比
較
す
る
と
、
鋳
物
師
の
地
名

は
は
る
か
に
少
な
い
。
こ
れ
は
社
会
で
ど
の
よ
う
な
職

人
が
必
要
と
さ
れ
、
数
が
多
か
っ
た
の
か
に
つ
な
が
る
。

鋳
物
師
の
数
は
番
匠
や
鍛
冶
よ
り
少
人
数
で
済
ん
だ
の

で
あ
る
。
地
名
は
歴
史
に
お
け
る
社
会
の
あ
り
方
を
も

示
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
鋳
物
師
の
地
名
で
あ
っ
て
も
、
鋳
物
師
が

居
住
し
て
い
な
い
所
も
あ
る
。
鋳
物
は
耐
久
性
が
あ
る

の
で
、
す
べ
て
の
家
が
日
常
的
に
購
入
す
る
も
の
で
な

い
。
鋳
物
製
品
の
壊
れ
た
と
こ
ろ
は
鋳
掛
屋
が
修
復
し

た
。
鋳
物
師
が
定
住
し
て
商
売
が
成
り
立
つ
の
は
大
き

な
町
、
多
く
の
消
費
者
を
抱
え
る
場
所
に
な
る
。
村
な

ど
で
は
鋳
物
師
が
や
っ
て
き
て
一
時
的
に
仕
事
を
し

て
、
他
所
へ
移
り
住
ん
で
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の

場
合
、
鋳
物
師
の
活
動
し
た
跡
に
地
名
が
付
い
た
。 

  

地
名
は
人
間
の
活
動
の
も
と
で
名
付
け
ら
れ
、
時
間

経
過
の
中
で
変
化
し
、
歴
史
と
と
も
に
消
え
た
り
生
ま

れ
た
り
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
に
残
る
地
名

の
出
発
点
が
ど
こ
に
あ
っ
て
、
最
初
付
け
ら
れ
た
時
に

は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
こ
を
指
し
て
い
た
の

か
、
現
在
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
理
解
さ
れ
、
範
囲
が

変
わ
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、
考
察
に
あ
た
っ
て
は
多
面

的
重
層
的
に
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。 

 

地
名
は
多
様
な
付
け
方
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
人
間
活
動
の
す
べ
て

に
対
し
て
興
味
を
持
ち
、
広
い
視
野
か
ら
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
地
質
学
や
地
理
学
、
植
物
学
な
ど
の
み
な
ら

ず
、
国
語
学
や
言
語
学
の
知
識
も
必
要
だ
ろ
う
。
そ
れ

に
歴
史
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
と
い
っ
た
過
去
を
認
識

す
る
学
問
も
知
っ
て
お
き
た
い
。 

 

地
名
学
は
様
々
な
分
野
を
超
え
た
総
合
学
に
な
る
べ

き
で
あ
る
。
地
名
で
は
、
独
り
よ
が
り
な
解
釈
と
思
わ

れ
る
も
の
に
接
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
学
問
に
な
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
誰
も
が
そ
の
通
り
だ
と
頷
け
る
よ
う

な
説
明
が
必
要
で
あ
る
。 

 

と
も
か
く
、
様
々
な
地
名
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
、

解
釈
よ
り
ま
ず
は
地
名
の
保
存
が
急
務
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
消
え
つ
つ
あ
る
集
落
や
家
レ
ベ
ル
、
個
人
レ
ベ

ル
の
地
名
の
記
録
化
・
保
存
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

文
字
の
限
界
も
認
識
し
た
上
で
、
古
い
地
図
や
検
地
帳

な
ど
を
収
集
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
景
観
も
地
形

も
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
文
字
情
報
で
は
得
ら
れ
な
い

こ
と
を
も
伝
え
る
写
真
や
絵
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い

の
で
、
こ
れ
を
集
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

な
お
、
研
究
す
る
皆
さ
ん
に
は
、
頭
の
中
だ
け
で
説

明
す
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
場
所
に
何
度
も
立
っ
て
五

感
・
皮
膚
感
覚
に
よ
っ
て
地
名
を
認
識
し
な
が
ら
、
客

観
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
― 

完 

― 

             

講 

師 

笹
本
正
治
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

笹
本
先
生
は
山
梨
県
甲
斐
市
の
ご
出
身
、
信
州
大
学

人
文
学
部
を
卒
業
、
阿
南
高
校
教
諭
、
名
古
屋
大
学
人

文
学
部
博
士
課
程
か
ら
人
文
学
部
教
授
、
そ
の
後
信
州

大
学
人
文
学
部
教
授
、
現
在
信
州
大
学
副
学
長
を
お
勤

め
で
す
。
ご
講
演
は
、
地
名
と
人
々
の
関
わ
り
、
地
名

は
全
て
の
学
問
に
繋
が
る
研
究
。
地
名
を
学
ぶ
こ
と
の

重
要
性
等
、
貴
重
な
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
号
は
講
演
の
中
か
ら
、
先
生
の
著
名
な
研
究
で
あ

る
、
「
鋳
物
師
の
歴
史
と
地
名
」
を
中
心
に
ご
執
筆
を

戴
き
ま
し
た
。 



第
58
回
研
究
発
表
例
会 

 

「
古
代
東
山
道
の
歴
史
と
地
名
」 

発
表
者 

林 

茂
伸 

会
員 

 

 
開
催
日 

７
月
13
日(

土)
 

午
後
１
時
30
分 

会 

場 
上
郷
考
古
博
物
館 

会
議
室 

発
表
の
概
要 

東
山
道
沿
線
に
残
る
主
だ
っ
た
地
名
を
元
に
、
そ
の

地
の
歴
史
を
改
め
て
見
て
み
た
い
。 

「
東
山
道
」
と
は
大
和
朝
廷
が
日
本
の
支
配
の
た
め
、

１
３
０
０
年
前
に
全
国
に
張
り
巡
ら
し
た
官
道
と
そ
の

地
域
の
名
で
あ
る
。
五
畿
七
道
と
言
わ
れ
た
日
本
の
地

方
区
分
の
中
で
、
近
江
か
ら
奥
羽
（
東
北
地
方
）
ま
で

中
部
の
山
間
部
を
縦
貫
す
る
道
・
地
域
が
「
東
山
道
」

で
あ
り
、
近
江
の
瀬
田
の
唐
橋
を
起
点
に
、
多
賀
城
ま

で
１
０
０
０
㎞
を
越
え
る
険
し
い
山
間
の
道
の
り
で
あ

っ
た
。
阿
智
村
は
そ
の
ル
ー
ト
が
ほ
ぼ
分
か
る
特
別
な

所
で
あ
る
。「
東
山
道
」
に
限
ら
ず
、
古
代
の
官
道
は
計

画
測
量
道
路
と
し
て
直
線
を
基
本
と
し
て
お
り
、
佐
賀

平
野
で
は
十
数
㎞
も
直
線
路
が
続
く
例
も
あ
る
。
最
短

距
離
を
取
る
た
め
、
丘
陵
や
条
里
制
田
ま
で
も
無
視
す

る
か
の
ご
と
く
直
線
で
横
切
り
、
上
野
で
は
小
さ
な
古

墳
さ
え
一
部
を
破
壊
す
る
中
で
建
設
さ
れ
た
道
で
あ
る
。

道
幅
は
当
初
12
ｍ
も
あ
り
、
時
代
が
新
し
く
な
る
と
狭

く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
直
線
が
現
在
で
も
市
町

村
の
境
界
線
と
な
っ
て
い
る
所
も
あ
り
、
侵
し
て
は
な

ら
な
い
線
・
境
と
し
て
今
日
ま
で
続
く
。
阿
智
村
に
も

こ
の
跡
と
さ
れ
る
直
線
路
が
あ
る
。 

官
道
に
は
約
16
㎞
ご
と
に
駅
が
設
け
ら
れ
、
一
駅
に

通
常
10
頭
の
馬
が
置
か
れ
公
用
に
供
し
て
い
た
。
阿
智

の
駅
家
は
そ
の
３
倍
、
30
頭
の
馬
が
配
置
さ
れ
、
「
東

山
道
」
最
大
の
駅
で
あ
っ
た
こ
と
が
延
喜
式
に
よ
っ
て

明
ら
か
で
あ
る
。
東
国
の
若
者
が
九
州
北
辺
の
防
備
の

た
め
に
徴
用
さ
れ
た
防
人
の
道
で
あ
り
、
信
濃
以
東
の

国
で
生
産
さ
れ
た
馬
を
都
に
運
ぶ
貢
馬
（
く
め
）
の
道

と
し
て
使
わ
れ
た
。
恐
ら
く
神
坂
峠
を
通
っ
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
毎
年
馬
を
都
に
輸
送
し
て
い
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
１
３
〇
〇
年
前
の
官
道
「
東
山
道
」
は
、

そ
の
沿
線
に
相
応
し
い
地
名
を
持
っ
て
い
る
。
黒
坂
周

平
『
東
山
道
の
実
証
的
研
究
』
に
よ
る
と
、「
仙
道
」「
山

道
―
さ
ん
ど
う
〈
漢
音
〉・
せ
ん
ど
う
〈
呉
音
〉
」
は
「
東

山
道
」
そ
の
も
の
に
付
け
ら
れ
た
名
で
、
こ
の
山
道
に

対
し
て
海
道
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
「
東
山
道

（
や
ま
の
み
ち
）
」
、
後
者
は
「
東
海
道
（
う
み
の
み
ち
）
」

の
事
で
あ
る
。 

明
治
に
は
先
道
街
道
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
、
こ
れ

に
よ
り
東
山
道
ル
ー
ト
が
浮
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

滋
賀
県
で
も
千
堂
（
せ
ん
ど
う
・
せ
ん
と
）
が
２
か
所

は
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
東
山
道
」
の
跡
と
確
認
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
「
東
山
道
」
に
か
か
わ
り
の
深
い
地
名
と

し
て
、
駒
場
・
番
（
馬
）
場
・
沓
掛
・
追
分
・
市
・
木

戸
・
清
水
・
立
石
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
阿
智
村
を
中
心
に
、
東
山
道
に
関
連
す
る

地
名
を
ル
ー
ト
順
に
拾
い
つ
つ
、
そ
れ
に
関
係
す
る
話

を
歴
史
的
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。 

 

東
山
道
の
歴
史
と
地
名
に
つ
い
て
発
表
戴
く
の
は 

今
回
が
初
め
て
で
す
。
ご
参
加
い
た
だ
き
研
究
に 

繋
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 第
５
回
「
伊
那
谷
地
名
講
座
」 

テ
ー
マ

「
鈴
岡
城
の
歴
史
と
地
名
」 

発
表
者 
下
平 

隆
司 

会
員  

開
催
日 

８
月

31
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分 

 
 

会 

場 

飯
田
市
立
中
央
図
書
館 
研
修
室 

 
 

飯
田
市
立
中
央
図
書
館
と
共
催 

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
誘
い

合
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
聴
講
無
料
。 

 

事
務
局
短
信 

■
年
会
費
を
七
月
メ
ド
に
納
入
く
だ
さ
い
。
同
封
用
紙

で
お
振
り
込
み
い
た
だ
く
か
、
例
会
会
場
で
も
受
付

け
ま
す
。
ま
た
近
隣
の
役
員
か
例
会
参
加
者
に
お
預

け
く
だ
さ
い
。
会
計
役
員 

後
藤 

澄
壽
（
喬
木
在
住
） 

■
「
地
名
コ
ラ
ム
」
原
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の 

会
員
諸
氏
が
執
筆
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

■
第
２
回
運
営
委
員
会
の
開
催
（
７
・
13
） 

第
58
回
例
会
の
終
了
後
、
短
時
間
お
願
い
し
ま
す
。 

■
第
11
回
地
名
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
11
月
）
は
「
千

代
の
自
然
と
歴
史
・
地
名
」
と
題
し
て
開
催
予
定
。 

 

事
務
局 

中
島
正
韶 

電
話 

二
六
五
（
二
四
）
〇
一
三
五 

〒
三
九
五-

〇
〇
〇
四 

飯
田
市
上
郷
黒
田
一
九
七
七 

E
-m

ail:n
ak

ajim
aya2@

clock
.ocn

.n
e.jp

 

『伊那谷の地名』第３輯を発刊しました 
購入と販売にご協力を！ 

運営委員と執筆者で販売を行っています。 
お一人２冊以上の購入販売をお願いします！
第２輯も販売しております。（各輯 1800 円）

（問合せ）原   董  会長 事務局長宅 
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